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日本語学習者の｢日本語使用者｣としての
インターネットを通したリソース使用に関する調査
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要　旨
本研究では､ニューサウスウェールズ大学の日本語学習者を対象に､インター
ネットを通してどのように教室外で日本語を使用しているのかについて調査を
行ったo対象者はインターネットをリソースに接するためのツールとして､リソー
スそのものとして､そしてツールとリソースが合わさったものとして利用してい
た｡またインターネットを通して､学習を意識している者と意識していない者がい
た｡以上の結果を踏まえ､教師は学習者の教室外での多様な日本語使用を認識する
必要性があること､そして学習者オートノミーを育成するためには､教室外での日
本語使用における学習の意識化を阿る取り組みが必要であると述べたo t
1.研究の背景
日本語教育の現場において､学習者のオートノミーへ注目されるようになって久
しい｡ここで言うところの学習者オートノミーとは､｢学習者が自身の学習をコント
ロールする能力｣のことを言う(Benson 2001; p.47)｡学習者にとって､授業というの
は生活の中のほんの一部にしか過ぎない｡特に､教室の外では他の言語が使われてい
る海外の学習者にとって､教室の外でいかに学ぶのかということは､彼らの学習にお
いて非常に重要な部分である｡　′
それを踏まえ､日本語のコースでは学習者オートノミーを育てる取り組みを行っ
ていく必要があるのだが､そのためには学習者が実際教室外でどのように日本語を
学んでいるのかについて把握することは欠かせない｡さらに近年､情報通信技術の著
しい発展や普及によって､インターネットを使った日本語の使用が質､量ともに豊か
なものになっている.それに伴い､学習者は一人の｢日本語使用者｣として教室外でも
日本語を益々多様に使用するようになっている(トムソン2009)｡
そこで､海外にいる学習者が｢日本語使用者｣として､教室外でどのように日本語を
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使用しているのかを明らかにするために､本研究では学習者のリソースに注目した
いと思う｡
2.先行研究
日本語教育においてリソースに関してよく引用される研究の一つにトムソン
(1997)がある｡トムソン(1997)では､リソースを4つ(人的リソース､物的リソース､情
報サービスリソース､社会的T)ソース)に分類し､ジドニーという場所で使用されて
いる具体的なリソースについて述べている｡同論文では､田中･斉藤(1993)から人的
リソース､物的リソース､社会的リソースを参照している他､新たに情報サービスリ
ソースを提案している｡情報サービスリソースとは､特に海外における日本関連の
情報源としてのリソースで､例としては日本映画上映の情報や日本文化関連の展示
会などの情報を流してくれる国際交流基金の日本文化センターや､日本関連の情報
を得たり､交換したりできるインターネットであると説明している｡だが､インター
ネットのリソ･-スとしての使用に関しては､上記の例を出しているに留まり､具体的
な内容には触れていない｡さらに学習者が置かれているインターネットの環境が､こ
の時点から大きく変化し､学習者のインターネットの使用も大きく広がっているこ
とは言うまでもない｡
また海外の学習者における教室外での活動の実態を掴む先行研究として､国立国
語研究所の調査報告がある(国立国語研究所2006)｡ 2001年から2006年にわたって
タイ(バンコク)､韓国､オーストラリア(ビクトリア州)､台湾､マレーシアを対象に､
学習者の学習環境と学習手段に関して量的調査を主に､大規模な調査が行われた｡し
かし現在に至るまでに､学習者を取り巻く環境が大きく変化している｡例えば､国立
国語研究所(2006)でインターネットに関して言及されているのは､メール､メッセン
ジャーの使用や情報検索､掲示板の閲覧だけで､ソーシャル･ネットワーク･サービス
(SNS)や無料動画サイトなどが普及している現在のような多様な使用とは全く異な
る｡
このようにインターネットは､情報通信技術が著しい発展を遂げるとともに広く
普及し､学習者にとって身近なものになっているのに関わらず､学習者が教室外でど
のようにインターネット通し､日本語であるいは日本語をめぐってリソースを使用
しているのかについて十分な調査が行われているとは言えない｡
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3.研究の目的と方法
本研究では､インターネットを通して学習者がどのように教室外でリソースを使
用しているのかについて明らかにすることを目的とする｡ここで言う｢使用｣とは､日
本語学習のための使用だけではなく､日本語の｢使用者｣として日本語を使って活動
したり､日本語や日本文化をめぐる活動に関わったりすることを指す0
上記のE]的を踏まえ､本調査では2010年3月から6月にかけて半構造化インタ
ビューを実施した｡インターネットの使用を学習者のリソースの使用全体の中で位
置づけるため､以下の6つの項目について調査を行った｡その中からリソースとして
のインターネットを学習者がどのように教室外で使用しているのかについてデータ
を抽出していった｡
(1)どんなリソースを利用しているのか
(2)そのリソースをいつ､どこで見つけたのか
(3)そのリソースをいつ､どこで利用しているのか
(4)そのリソースをどれぐらいの頻度で利用するのか
(5)そのリソースを利用する際にどの言語を使用するか
(6)そのリソースからどのような影響を受け､それを学習者自身がど-のように評価
しているのか
なお､インタビューは日本語と英語で行った｡使用言語として日本語を使用した理
由は､日本語のアウトプットの機会を得ることが難しい対象者の一部が､本インタ
ビューを日本語で話す機会ととらえ､日本語でのインタビューを希望したためであ
る｡
4.調査対象者と背景
調査は､オーストラリアのニューサウスウェールズ大学(UNSW)の大学生を対
象に実施した｡オーストラリアは日本語学習者数が世界で第4位であるということ､
UNSWはオーストラリア最大の都市シドニーにあり､また筆者の交換留学先であっ
たため､被験者を集めやすく調査がしやすい環境にあったということに加えて､国立
国語研究所(2006)の調査では調査地点がビクトリア州に限られ､シドニーは対象外
であったこと､また大学生の調査に関しては､被験者が少なかったということから決
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定した｡
調査対象者は表1に示した11人である｡日本語履修学生全体の属性データがないた
め､ UNSW在籍学生の属性データ及び言語背景比率に近づくよう留意して便宜的抽
出法で選定した｡
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履修者を擁する大学UNSWは､ニューサウスウェールズ州の大学の中でも最大級
の日本語教育の高等教育機関であり､ 2010年1セメスターには約700人が受講登録し
ている｡ 1年生から4年生までのコースがあり､ 2セメスター制で各13週のコースで
ある｡ UNSWの日本語コース全体の目標は以下の3つである｡
●専門的なレベルにおいて､文化的に機能的にそして文法的に適切な日本語でコミ
ニュケ-ションしたり､インターアクションしたりすることができる学習者を育
成する
'学習者の中において､一般的な異文化間コミュニケーション､特に日本･日本人と
のコミュニケーションに対して積極的な姿勢を育てる
●学びにおけるオートノミーを示すことができ､自身の学習を継続させることがで
きるような自律した学習者を育てる
(Japanese Studies School of Language and linguistics UNSW 2010;訳責筆者)
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コース内ではそれぞれこの目標を果たすべく､日本語の歌を紹介したり､日本語
学習ウェブサイトの紹介などを行ったり､日本人や先輩学習者を招いてのビジター
セッションを行ったりと様々なリソースとの接点を設ける工夫がなされている｡
オーストラリアの主要大学の例にもれず､履修している学生の背景は非常に多様
である｡例えば､アジア系の学生でもオーストラリアで生まれ育った学生の中には､
英語を母語としている学生もいれば､家庭では英語とは別の言語を話す学生もいる｡
またごく少数であるが､日本人の親を持ちながらも､オーストラ1)アで生まれ育った
日本人の学生も学習者として履修している場合がある｡履修学生の専攻も人文社会
系だけではなく､商学や工学､理学､法学､医学などと多岐に渡る｡
5.結果:対象者のインターネット使用の傾向
対象者たちは､使用用途は様々だが､全員インターネットを通してリソースを使用
していた｡インターネットを使って自分の趣味のために活動している対象者が多く
(学習者A､学習者D､学習者F､学習者G､学習者H､学習者Ⅰ､学習者K)､主に視聴覚に
関わるリソースが用いられていることが多かった｡
周囲の人とリソースを共有している対象者もいるが､対象者にと.ってインター
ネットは身近な存在で､ほとんどすべての学習者がそのリソースに関する情報を得
る手段としてもインターネットを使っていた｡
｢趣味｣と位置付けている対象者が多いせいか､時間があるときや大学が忙しくな
いときにリソースを使用すると述べる対象者は多かったが(学習者C､学習者D､学習
者E､学習者G､学習者､ H､学習者K)､何らかの形でほぼ毎日日本語触れている学習
者が多い｡その中でも日本の音楽の使用頻度が全体的に高い｡
使用言語についてはレベルに限らず､個人の好みによる｡例えば､ドラマ鑑賞で言
えば､学習者Aは日本語の能力が商いにも関わらず､詳細まで知りたいという理由か
ら字幕付きで鑑賞しているが､学習者Ⅰは字幕がなくても内容がだいたい分かるとい
うことに喜びをもち､字幕をつけないで見ている｡
リソースから受けている影響の自己評価に関しては､視聴覚T)ソースから聴解能
力や会話能力がついたと述べている傾向があるのだが､｢リソースを評価すること｣
対する認識に差が見られた｡趣味としている学習者にとっては､評価の対象にはあま
りなっていないようであった｡
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6.考察:多様化したインターネットの使用
この調査から学習者は､リソースと繋がるためのツールとして､リソースとしても
しくはその両方としてインターネットを使用していることが分かった｡これは､先行
研究でも同様のことが言え､国立国語研究所(2006)を参照すれば､学習者はメール
やメッセンジャーをツールとして用いてリソースと関わりを持ち､検索エンジンを
使って調べ日本語のサイトを利用したり､掲示板を参照したりしてインターネット
上のリソースを利用している｡本調査で明らかになちたのは､そのような使用だけで
はなく､インターネットを通して益々豊かなリソースとの繋がりを生み出している
ことだoそれぞれに関して､対象者からのインタビューを用いながら整理する｡なお
インタビューからの引用部分では､ Rは筆者を示し､括弧内は筆者の加筆であるoま
た引用中の学習者の名前はアルファベットに置き換えた｡
611.リソースを繋ぐツ-ルとしてのインターネット
対象者がイーンクーネットをツールとして使い､より豊かにリソースと繋がってい
ることがこの調査で明らかとなった｡以前はメールやメッセンジャーだけであった
のに対し､ Skype2やSNSなどの使用を通して､.)アルタイムでのより直接的なコミュ
ニケーションやネットワークの形成を行っている｡例えば､学習者Bは大学の留学生
課で働いているのだが､ Facebook3を5分おきにチェックしていると言い､日本語版
に設定し､コメントなどでも日本語の使用頻度は高い｡ Youtube4もよく利用し､これ
も日本語版に設定している｡学習者Cもドラマなどはほとんど見ないが､日本人の彼
女がおり､ Skypeでよく話す｡ Skypeは日本人の前の彼女から教えてもらったとい
う｡ Facebookも利用しており､両方とも24時間オンラインで､携帯電話からも利用
している｡また学習者Jは､パーソナルアドサイトGumtree5に自ら言語エクスチェン
ジパートナーの情報を載せ､シドニーの別の大学に通う日本人留学生と週1回会って
いる｡
91 R (略)何で知り合いましたか? Wheredidyoumeetatthe丘rsttime?
92J　あの一､インターネット
93R　インターネット､へ-インターネットのどんなサイトですか?
94 J　あの- site called Gumzylee
95R　ああ､ Gumtreeね､ふーん､ Gumtreeでどうやって見つけましたか?
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96 J　あの- ､ /posledadLleylxicmcy7f/ル伊7fa eLX70Jlange, /anguage eLtlCJlange,
あの人は英語を･･･
学習者Eは､自らインターネットでJapan-guide.com6というパーソナルアドサイト
を見つけ､そこでペンパルを見つけてメールやメッセンジャーなどを通して継続的
に交流を深めていた｡学習者EはSNSも活用し､ Facebook上で友人に別の友人を紹
介してもらったり､日本に交換留学中にmixi7のコミュニティー機能を利用してテニ
スサークルを見つけ､自ら連絡をとり､参加したりしていた｡
ll R (略) you told me you use mixi, right?
12E Yes.ahhh
13 R Yes, mixi has some function. right?
14 E yes, I don■t use it very often, but ahhh, for example, when I went to
Japan, maybe first year. before I went to Japan,ルカe/7 /mx*/ lU fry lO
rhdsome gylDuPSルカybh / couJbrJbh7 so.. for example. I found ahh
like, before I went to exchange on my university, I did home stay two
months I wanted to do something when I was home stay because my
host family, they have work and they have school, So during the day is
really free so / coy7130おo'gTlDuP On OOとm/'L(erS/ty no gTlDuP O〝 nut/'
rurahhh... 00L^ny'J^e/:S/{y leymb c/Tc/e
15 R Ah, not △△ university(学習者Eの交換留学先)?
16 E because I lived in Osaka(△△ universityは大阪ではない)
17 R Uhuhuhuh
18 E During my home stay s,o /Jbh7ed伽leny76 ahtI/C, yeaJl a/so物伽
oly)Crguups, F41hcy7 / L415V7f Zb Takyu / ruLmdn anOZ;her lc/〝おchlE/C.
19 R Uhhh, so you and some group on the mixi, and then make friends and
meet directly, I mean in real life
20 E Yeah, yesyes(略)
6-2.リソースとしてのインターネット
この調査では､インターネットが対象者により豊かな1)ソースを提供しているこ
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とが明らかとなった｡以前は検索エンジンを使用して日本語のサイトを見る､もしく
は掲示板などを閲覧するというのが中心的な使用方法だったのに対し､今回の調査
で対象者たちは､動画や音楽など視聴覚に関するリソースを多く使用していること
が分かった占｡
例えば学習者Dは現在は自分の専門が忙しいため､ドラマなどはほとんど鑑賞で
きなくなったが､日本の音楽は毎日聴く｡オリコンチャートで新しい歌を調べ､歌詞
が理解できるようになるまで何度も繰り返して聴て｡学習者Hは友人とドラマとア
ニメで役割分担をしてダウンロードし､鑑賞している｡オリコンチャートを参照し､
日本の音楽もよく聴く｡今日本で人気のある曲を知ることができるだけではなく､今
まで知らなかった曲や新しい曲にも触れることができるからだという0
93 H (略)なんかオ1)コンのアルバムをダウンロードして､L6.6.ノ紛う滋､JI名/好彦
L乙家居こぞL 7:Et l乙｢膨J 71iltllラ7TFTif)-と厨{とELZ)yX
AilJ JJ J､とカ渉Lb､ラ1
94R　オリコンをダウンロードして､そこからいろいろ聴いてみていいのを見つ
けるっていうことですか?
95H　はい自分であんまりリサーチはあんまり,しないですから
学習者FはYoutubeでよく日本のバラエティー番組を見る｡学習者Fのパソコンは
常にインターネットに繋がっており､日本のバラエティーなどの動画を常にダウン
ロードしている｡学習者Ⅰは､ 11人の対象者の中でもっとも多くの種類のリソースを
使っている｡ 2人の日本語学習者と一緒に住んでおり､リソースをよく共有する｡特
にドラマに関しては､インターネットで現在日本で放映中のものについて調べ､日本
での放送と同時進行で見ており､現在は5つのドラマを見ている｡学習者Gは兄､姉､
弟も日本語を学んでおり､兄とは､兄がダウンロードしたバラエティーやアニメを一
緒に見ている｡学習者Aはドラマやアニメ､小説といったリソースを趣味でよく使用
するのだが､それぞれの映画化や漫画化､ゲーム化などの情報をインターネット上で
得､そこからその映画や漫画を見たり､原作を見たり読んだりしている｡
6-3.ツールとリソースとしてのインターネット
ツールとして使用すると同時に､リソースとして利用している複合的なパターン
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でも､対象者がインターネットを使用していることが分かった｡
例えば､学習者Fは､インターネットオークションに参加し､オンラインショッピ
ングをしている｡インターネットを利用して他者とやり取りしている他に､買い物
という行為をインターネット上で行っている｡この他､学習者JはUNSWの教員に
Lang-89を紹介してもらい､ 2週間に1回程度200字程度の日記を書き､アップデート
している｡このサイトを通じて他者と交流しながら､このサイトで日本語を学んでい
ると述べた｡
7.考察:学びに対する意織
この調査から学習者のインターネットの使用を通しての学びに対する意識の違い
も明らかになった｡同じように使用しているが､学習者によって学習が意識化されて
いる場合とされていない場合がある｡
学習者Aや学習者B､学習者C､学習者D､学習者F､学習者G､学習者Ⅰ､学習者Kは､日
本語を使用し､リソースを使っている際､主にそこからの日本語学習をあまり意識し
ていなかった｡学習者Bや学習者Cのように日常生活の中でのコミュニケーション手
段として溶け込んでいたり､学習者Dが言及しているように趣味として物的リソース
に触れたりするがゆえに､そこでの学びはあまり意識されないようである｡学習者D
は来年交換留学を考えているが､今は日本語を履修しておらず､｢日本語の勉強は続
けていない｣といい､日本語でのリソース使用は｢趣味｣として位置づけられている｡
3D (略)今日はDさんが日常生活でどんなふうに日本語を使っているのかって
いうことを聞きたいんですけど､いつ､どんな場面で日本語を使いますか?
4R　うーん･･.まあ､普通にもう久しぶりに使わなかった　でもなんか､L6の彪好
の好カブ,fib)Bチi 77._丘榔j好わ/y｢ZiJフZ-　1-I.フ77gラ新占26(Y ∫ L､
iW倉石JtrJ ∫ L､ラー1､好機と25小一ラ7とれ君i!と粛占､17どこL61一子
ノれα舛dEdp-=.,jfj2ta6 i i/ Lタへ■ i/f朗
85R　じゃあこれって､(日本語の) 3年生って､いつやりましたか?
86D　これは2年生の時始めました　高校､あ､僕の専攻は電気工学とアーツ(日
本語を含む人文社会)ですから､電気工学の方は集中して､アーツはまあな
んか､脚JB､ 1年生の時は全部二Ⅰ二学部の勉強をした
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しかしリソースを使用し､自分の日本語能力に変化が現れたことで､結果としてリ
ソース使用に対する評価を行った対象者はいる｡学習者Kがいい例である｡学習者K
は医学専攻のため日本語を1年しか履修出来なかった｡ 1年生を履修した後､ 1年間
日本のドラマをたくさん視聴した｡翌年日本語を副専攻にした際には､ 2年生を飛ば
し､日本語3年生から再開することができた｡その1年間､学習者Kは特に学習を目的
としてドラマを視聴していたわけではなかったが､結果として3年生を履修するだけ
の能力がついていたようだ｡
また学習者Gも高校から日本語を学んできた経験を踏まえ､サブタイトルで確認
しながらアニメやコメディーを見ることで､リスニングカがついたと述べている｡
151 G (略)私にとってはい､一秒渉つ,そ. glあ助配表象かiZ､?勅7=メ
L?長泉_孟夏をMt J T.子L Tダフタ′′.JtをgT. Zの-　ぱJi甜#
卿ですカ　それと､まあ
真顔そね仰′(,一二_ンク/i-ZiL､3舶J I77-､えっとそれで一､日常にも
し日本人の友達とか-､そういうしゃべっているときに､えっと-そんなに
難しくないんですよね聴くときは､はい
しかし､一方で､次のようにも述べている
465 R (略)チ棚フ7'L乙穿F:4)?
466 G .宕フと争弗紛/瀞あノとフ7:bJ l1 7TT
467R　ああ､とってない?ああそうなんですか-
468G　メジャーはもう終わったので-
469R　終わっちゃったんですか-･ああそうなんですか-
470G　はい
471 R JノLp.tiヮ,i {占う2^4f身分LZ)Edp---50mmフTTt Jラll)ill TTC lt;TJ ∫?
β櫛-
472 G i rZ-,Jt光.グ｣.ムとかJ,*Qyフと勿野{とS/..-dia､雛Jアきi
F:15'': *#uLや/ヾフ7:fb(.∫ l･ I ･と甜ia､ L6ii/Lタイプ77凄.t JLZ) 75.uqJz
fL.i
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彼らは確かにリソースの効果や自分の日本語能力に与えた影響に関して言及して
いる｡しかし､あくまでもリソースの使用自体が目的で､その副産物として起きた結
果としての学びについて述べているだけである｡学習者Gのインタビューからも､主
となっているのはそのリソースを使うことであり､それが日本語の練習にもなって
いたと学習を副産物的に捉えていることが分かる｡だが､その経験を踏まえ､いかに
リソースを活用し､学習するのかといったような自身の学びに還元してはいない｡
一方､学習者Eや学習者H､学習者Jはリソースを使用する際に､自身の学びを常に
意識している｡例えば学習者Jはまだ2年生であるのにも関わらず､日常生活での日
本語使用をなるべく学びに繋げようと意識している｡学習者Jの場合､翌年に日本へ
の交換留学を希望しており､具体的な目標があることが大きな影響を与えていると
考えられる｡言語教育を学んでいる学習者Hは､現在の学習に関する問いに対してリ
ソースの使用例を挙げ､ 4技能に分類しながら学習と位置付けている｡しかし､彼の
場合､使用を通した学習について認識があるにも関わらず､学習をあまりしていない
と述べている｡
384 R (略)今､日本語の勉強の話になるんですけど､EdJ,---50mmフTL乙夏㌻
丞ヱ
385H　今でも?
386R　うん
387H L6､クL､あんまり､あー前より今はあんまりね
388R LbifFJ/yYIですか-?どんな勉強してますか-?
389 H　ま一日分で､んと一､才肴彦石､･･･iと-虎,iと-JW{LZ)iiA-,Jt'i F''7-7と
.bJ､助Jう.彦鰍と一､.iiと一､ ,5)ラ(S{)のi2tA-,j.t'i腰/こチタy
A畳二
学習者Eはリソースがもたらす効果や影響を評価し､自分の学習活動に活かして
いた｡学習者Eは学部4年生で自分の専門が忙しく､留学前に比べ現在全般的にあま
りリソースを活用していないが､忙しくなる前は､リソースを使う時はその活動を通
してどのような学びが起こるのかを考え､なおかつその学びに対する評価を行って
いた｡そのため､他の学習者よりもリソースにおける日本語の使用に目が向けられて
おり､インタビューの中でも､非常に幅広いリソースをあげ､それらの具体的な使用
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方法や効果についても言及していた｡学習者EのJapan-guide,comについての語りが
まさにそうである｡
313 R And what did you do with pen pal? Like exchange languages‥ like
you teach English to them and they teach-
314 E ah, actually I-it was more kind of like Japanese version of　英会話
except I didnrt really pay them we were/ just kind of friends! Just talk
to them sometime in English someting in Japanese. / 〝おd lo say /～
JEZPaneSe /f / A77eW Jlow lo say /～ Japanese ay?a / /ねdy71f A770ルの
how lo say , / wou/d say /～ EnB//ih and zカe〝 some〟77e / ask
zhem hkeごカある乙言うLZ)? andのen zわey WOuJbr le// me andのe〝
some〟77e /aS* zney77これ参フ773?.
315R　ん～なるほどね､ん-そっかそっか
316 E Yeah. /Zわhlkn5･ L^erygOOd岬ylO Sludy
396 E (略)I think that la/4/hg lupe〝pd/i (おrxh/le/yJ?a/PfuL one虐moye
/bleyeslx72g anOr two ummJ7m, /qe you ca′′ a/ways get fee励ck
and, you don't have to wait. specially on chat you can get instant response,
if you write. if you hand it in your assignment, a few weeks later, you
don-t remember what the problems were
つまり学習者Eは､学習者オートノミーを発揮し､自身の学習をコントロールして
いると言える｡
8.教育への示唆
以上のように､学習者たちはインターネットを通して､先行研究よりも多様なリ
ソースに触れ､そして繋がっている｡しかしそれらを利用していく上での､学習者の
意識は異なり､それが学習者オートノミーにも影響していた｡ここでは､本研究で得
た知見を踏まえ､今後教育の現場にどのように生かしていくことができるのかにつ
いて考えていきたい｡
まず､教師は学習者が主にインターネットを通じて､日常的にこれだけ多様に日本
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語を使用しており､そしてその中で授業という時間はほんの一部にしか過ぎないと
いうことを心に留めておく必要があると思う｡そして､学習者がどのような目的を
持っているのかによって､日本語の使用を通しての学習に対する意識の違いがあり､
結果としてそれは学習者オートノミーの発揮に影響しているoインターネットに関
しては､趣味や娯楽を楽しむための単なる言語的手段として日本語使用している学
習者も多い｡彼らは､使用の際の学習に対する意識は低い｡
授業やコースというものは､終わりがある｡学習者オートノミーを目指すなら､そ
れらが終わった後でも学習者が自身で学び続けていけるようになっている必要があ
る｡そのためには､学習の意識化が大きな鍵になるように思う｡学習者Eは自身の学
びを意識的に捉え､リソースに対して評価し､そしてその評価に基づいてそれらをコ
ントロールしながら学んでいた(Ⅰ313-E316､ E396)｡まず､自身に起きている学
びを意識化することが第一歩になっていることは､学習者E､学習者H､学習者Jの例
から分かる｡つまり､教室外での日本語を使った活動における学びについて授業内で
意識化を図ることは､学習者オートノミーを促し､授業内外の連携を図るための取り
組みになると考えられる｡
9.結輸
本研究では､ UNSWの日本語学習者を対象に､インターネットの使用を通してど
のように教室外で日本語を使用しているのかについて調査を行った｡対象者はイン
ターネットをリソースに揺するためのツールとして､リソースそのものとして､そし
てツールとリソースが合わさったものとして利用していた｡またインターネットの
使用を通して､学習を意識している者と意識していない者がいた｡以上の結果を踏ま
え､教師はまず学習者の教室外での多様な日本語使用を認識する必要性があること､
そして学習者オートノミーを育成するためには､教室外での日本語使用における学
習の意識化を図る取り組みが必要であると述べた｡
本調査では､学習者の学習リソースの使用の一端を見､学習者自身の評価から学習
者のリソースの使用を通しての学びについて捉えた｡しかし､リソースの使用が学び
にどのように関係しているのかということは､学習者の視点からだけではなく言語
習得の視点から調査される必要がある｡学習者オートノミーも同様に､リソース使用
との関係性についてさらに調査する必要があると考える｡
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注
1ジュニア先生(表内では｢Jr先生｣と表記)とは､ 1年生のコースのサポーターで､日本語コースの上級生や
コースの修r生､日本に交換留学した学生などが務める｡今回の対象者はコースの修了生のみである｡
-'ィンタ-ネット電話サービスの1つで､ Skypeユーザー間で､無制限の無料音声通信が可能であるoまたイ
ンスタントメッセンジャーやテレビ電話も可能であるo<http//www.skype,com/>
`世界最大のSNSである｡ Facebook自体に共通の友人が多い人を紹介する機能があり､それを利用して友
人の友人と知り合いになれたり､ Facebook Lで友人に別の友人を紹介してもらったりすることが可能で
ある｡,また大学ごとや大学の中でも専攻ごとにグループがあり､そこで他に日本語を学習している学生を
探すことも可能であるo大学のサークル等が運営するグループ6あるo < http//www.facebook.com/ >
卜無料動画共有サイトo動画を配信したり､他の人が載せた動画を視聴したりすることができる｡くhttp//
www youtube com/ >
-1個人広告を投稿､検索､閲覧できるオーストラ.)アのパーソナルアドサイトであるo個人間の物品売買､求
人､イベントの告知の他､人的リソースとして言語エクスチェンジパートナーを探すこともできる｡また日
本語の家庭教師をするという広告も数多く出ているo < http･//sydney.gumtreecomau/ >
h口本を訪れる外国人のための総合案内サイトともいえるウェブサイトで.ホテルの予約や観光名所案内､
イへント案内の他､パーソナルアド機能もついており､日本人と友人になることもできる｡ Gumtreeとの
違いは,ここに普録している日本人の大半は日本に在住している日本人であるという点である｡<http.//
www.Japan-gulde com/ >
7日本最大級のシLlァを持つSNSであるo Facebookで言うところのグループに当たる､コミュニティーと
呼ばれるものがあり､ Facebook同様､人的リソースを探すことができる｡<http//mlXiJp/>
H筆者はインターネットヒに無断で他人の知的財産を載せたり､それをダウンロードしたりすることの違法
件を認識しているが､本インタビューでは対象者に対してその違法性を指摘したり､改めるように働きか
けることはしなかった｡
リゥェプサイトに登録し学習中の言葉でそのサイトLで文章を書くと,登録している母語話者が添削をして
くれるというもので､その代わりに自分の母語で他の人の文章を添削するという仕組みのウェブサイトで
ある｡くhttp//1ang-8com/ >
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